
ー
ー
，
ー
，
辱
葺
蓄
峯
　
、
“
i
、

駅

、
隠

ρ
｛

昭和43年3月10日（毎月10臼発行）しにびカ、報広（繁畿養易報思）
第114号

（1）

一人口の動き一

3月璽日現在

5。907人

6．135人

12．042人

男
女
計

6
り

世帯数　a573世帯
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　　　　毒灘，甲’　．　癖

、
伽

　　　　　　　ち　　発行所　川西町役場　発行者　川　西　町　く町長　根津正三〉
　　編　集　川西町役場企画室　印刷所　自南風社　定価　1部5円
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慧
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購
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驚
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醜
叢

わかのくぼで撮影＞

灘燃
撫
驚
霧
響
F
雛
㎜
難
羅
難
跡
　
凄
　
酵

騨
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園
三
月
の
行
事

馴
日
　
上
野
・
橘
地
区
嘱
託
員
会
議

二
臼
　
岬
コ
子
地
区
嘱
託
員
会
議

三
日
　
羽
黒
山
滑
隆
厘
転
選
手
権
大
会

、
四
日
　
仙
田
地
区
嘱
託
員
会
議

五
日
　
川
西
中
峯
業
生
を
励
ま
す
会

六
日
・
七
目
　
所
得
税
確
定
申
告
「
粧
税

　
　
　
梱
談
　
　
《
役
場
で
）

八
三
・
九
臼
　
定
例
町
議
会
（
二
十
五

＋
｝
臼

＋
｝
臼

＋
四
日

＋
五
日

＋
六
日

＋
七
臼

日
駕
、
闘
、
　
二
＋
龍
〔
に
ま
マ
、
）

　
定
例
教
育
委
急
・
、
訓

　
上
野
若
糞
会
字
習
皐
、
霧
会

　
仙
臼
こ
だ
ま
会
、
幣
会

　
中
学
咬
卒
業
荒

千
手
婦
人
の
つ
ど
い

　
町
民
霧
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　
　
　
ン
大
会
（
食
、
『
、
寺
で
）

二
十
二
日
　
幼
唯
噸
　
窯
式

二
十
五
臼
　
小
孚
鵜
　
、
墨
式

※
※
※
※
※
※
※
※
蓼
蜘
※
※
※
驚
駅
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
・
窄
脚
※
※

町
章
の
図
案
募
集

デ
ザ
イ
ン
は
あ
な
た
の
手
で

－
町
章
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
図
案
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
過
去
に
も
、
再
三
に
わ
た
（
て
助
章

存
つ
く
る
よ
う
た
、
誕
し
が
あ
り
、
な
か

で
も
〃
合
併
＋
庵
年
の
記
念
行
事
の
｝

つ
と
し
て
｝
般
か
ら
募
集
し
て
み
た
ら

ど
う
か
〃
と
い
う
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン

さ
え
あ
（
た
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
わ
け
で

躍
進
す
る
川
西
町
を
象
徴
す
る
、
驚
つ
な

も
の
を
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
手
で
デ
ザ

イ
ン
し
て
み
て
く
だ
さ
．
い
。

　
学
璽
の
み
な
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
ふ
る
（
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

　
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
募
集
要
項

1
　
趣
旨
　
次
の
露
的
で
制
定
す
る
町

　
章
の
図
案
と
し
て
採
用
す
る
。

　
ω
　
川
西
町
と
川
西
町
民
の
シ
ン
ボ

　
　
ル
●
マ
ー
ク
と
す
る
。

　
ω
　
紋
章
や
バ
ッ
ヂ
に
す
る
ほ
か
、

　
へ
広
報
紙
を
は
じ
め
と
し
て
町
の
刊

　
　
行
物
等
に
敏
り
込
む
な
ど
、
こ
れ

　
　
を
広
範
囲
に
使
用
し
川
西
町
の
特

　
　
色
を
強
調
す
る
。

2
応
募
資
格
、
点
数
、
制
限
な
し
。

5
　
作
品
の
規
格
等

　
…
田
　
用
紙
は
画
馬
彰
4
使
う
こ
と

　
ω
　
大
き
さ
は
、
縦
・
横
と
も
十
セ

　
　
ン
チ
程
度
と
し
、
形
状
は
制
阪
し

　
　
な
い
。

　
⑥
　
色
彩
は
三
色
以
内
に
と
ど
め
る

4
　
応
募
期
間
　
三
導
十
日
か
ら
五
月

　
十
日
ま
て
。

5
　
あ
て
先
　
川
西
巴
唇
場
企
画
室

6
　
審
査
　
別
に
定
め
ξ
方
法
に
よ
る

7
　
賞
金
　
入
選
｝
点
『
万
円
　
選
外

　
佳
作
二
点
各
二
千
四
。

8
　
発
表
　
　
艶
広
報
か
わ
に
し
一
六
月

　
号
で
発
蓑
す
る
。

9
　
入
選
作
品
に
つ
い
て

　
ω
　
そ
の
い
（
さ
い
の
権
限
は
川
西

　
　
町
に
帰
属
す
る
。

　
ω
　
町
童
と
し
て
採
用
す
る
と
き
、

　
　
作
品
の
一
部
ケ
手
直
し
す
る
こ
と

　
　
が
あ
る
。

10
　
そ
の
他
　
応
募
作
、
目
晶
は
返
却
し
な

　
い
。
不
明
の
点
は
企
画
室
へ
照
会
の

　
こ
と
。
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赤
十
字
は
み
ん
な
の
し
ご
と
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
十
八
年
日
赤
標
語
】

社
員
増
強
運
動
に
協
力
を

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
日
本
赤
十
字
法

と
い
う
特
別
法
の
も
と
に
社
員
を
も
っ

て
組
織
す
る
特
殊
法
人
で
あ
り
、
赤
十

字
条
約
等
に
定
め
る
役
割
り
や
災
害
救

護
、
健
康
の
増
進
、
病
気
の
予
防
、
苦

痛
の
軽
減
な
ど
の
事
業
に
奉
仕
し
て
い

る
団
体
で
す
。

　
最
近
の
例
で
は
、
新
潟
地
震
、
七
。

一
七
水
害
や
八
。
二
八
水
害
の
救
護
活

動
、
血
液
事
業
、
海
外
赤
十
字
援
助
、

青
少
年
赤
十
字
運
動
、
救
急
法
や
安
全

法
の
普
及
等
が
あ
り
ま
す
。

　
と
ん
ご
も
、
地
域
の
実
情
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
や
、
各
国
涛
、
の
親
善
、
平
和

に
貢
献
す
る
事
業
を
い
っ
そ
う
強
力
に

推
進
し
て
、
み
な
さ
ん
の
期
待
に
こ
た

え
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

社
費
の
切
り
替
え

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
赤
十
字
を
よ
く
ご
理
解
さ
れ

た
う
え
、
家
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
で
赤

十
字
社
員
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

費
を
納
入
ね
が
っ
て
赤
十
字
事
業
資
金

の
増
収
を
は
か
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま

す
。

　
昨
年
を
も
っ
て
終
了
し
た
増
強
五
力

年
計
画
に
よ
っ
て
、
全
戸
加
入
が
達
成

さ
れ
た
現
在
、
さ
ら
に
、
い
ま
ま
で
の

百
円
社
費
を
三
百
円
社
費
に
切
り
替
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
百
円
の
社
費
を
十
年

納
入
す
る
と
章
銀
の
特
別
社
員
と
な
っ

た
の
が
、
こ
ん
ご
は
三
百
円
社
費
の
十

年
間
納
入
に
よ
っ
て
章
銀
の
特
別
社
員

に
な
る
わ
け
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
は
昭
和
四
十
五
年
度
ま

で
に
切
り
替
え
れ
ば
既
納
額
が
通
算
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

　
拠
出
し
て
い
た
だ
く
社
費
は
次
の
よ

う
な
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

①
災
害
救
護
対
策

　
イ
救
護
班
を
上
。
中
・
下
越
に
十
班

　
ロ
現
地
医
療
班
百
三
十
五
班
配
置

O
●
O
●
D
O
●
●
0
●
O
●
●
●
●
●
●
D
●
●
■
9
●
3
●
●
●
●
●
●
●
●
■
O
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
O
●
O
●
■
●
●
●
●
●
0
●
●
●
●
●
●
夢
　
●
O
O
　
◎
O
●
●
0
●
●
■
●
O
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●

・
●
O
●
●
●
●
●
●
●
■
●
O
O
O
O
●
■
●
●
0
●
●
●
O
●
●
●
の
●
●
●
・
●
O
●
●
●
●
O
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
■
■
●
．
　
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
0
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●

●
●
●
○
●
●
●
■
●
●
●
●
●
O
●
●
●
じ
O
O
●
●
0
5
0
0
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
じ
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
O
●
●
●
o
O
●
●
o
O
●
●
●
O
●
●
●
■
●
0
0
●
●
●
●
●

納税は簡単な

　振替納税で

忘
れ
で
d
劇
矧
，
刺
　
『
『

◎
所
得
税
の
確
定
申
告

◎
贈
与
税
の
申
告

◎
申
告
所
得
税
第
三
期
分
の
納
税

厨
限
は
い
判
劃
孕
音
倒
「
＋

ハ
救
護
員
二
百
三
十
人
登
録

二
救
急
車
本
年
は
三
台
購
入

ホ
災
害
用
天
幕
（
五
力
年
計
画
で
二

　
＋
張
）

へ
無
線
装
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吸

⑥⑤④③②

血
液
事
業

医
療
施
設
の
経
営

赤
十
字
三
大
講
習

奉
仕
団
の
強
化

青
少
年
赤
十
字
の
育
成

四
月
に

　
社
費
納
入
を

　
四
月
に
な
る
と
、
例
年
の
よ
う
に
嘱

託
員
さ
ん
を
通
じ
て
社
費
納
入
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
こ
れ
ま
て
以
上
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
日
赤
川
西
町
分
区
）

き鋸・塁難参繍繍巷・・警難磯羅

懲
し
い

町
政
事
務
嘱
託
員

　
　
千
手
地
区

　
（
中
島
町
）
鈴
木
春
蔵
（
山
野
田
）

斉
木
甚
平
（
発
電
所
通
）
数
藤
三
郎
（

永
久
公
舎
西
組
）
星
名
公
平
（
永
久
公

舎
東
組
）
吉
楽
重
光
（
下
平
）
田
中
四

郎
（
四
郎
兼
）
南
雲
徳
吉
（
東
善
寺
）

北
村
基
（
上
町
）
北
村
周
平
（
中
央
町

）
高
橋
寅
吉
（
田
中
町
）
相
崎
伊
勢
太

郎
（
神
社
町
）
関
口
富
司
（
学
校
町
〉

高
橋
徳
市
（
中
屋
敷
）
羽
鳥
初
義
（
寺

尾
）
南
雲
幸
二
（
木
島
）
小
林
市
四
郎

（
木
島
公
舎
）
長
谷
川
孝
平
（
沖
立
）

数
藤
亘
（
伊
友
）
羽
鳥
庄
八
（
高
原
田

）
村
山
勇
太
郎
（
坪
山
）
中
村
金
作
（

平
見
）
今
藤
留
平
（
霜
条
）
蔵
品
準
司

（
鶴
吉
）
田
村
又
司
。

　
　
上
野
地
区

　
（
上
野
）
山
家
音
平
（
新
町
新
田
）

内
山
恵
雄
（
元
町
）
押
木
溺
（
下
平
新

田
）
沢
口
武
三
郎
（
三
領
）
高
橋
壱
雄

（
小
根
岸
）
小
海
新
太
郎
（
星
名
新
田

）
田
村
文
作
。

　
　
橘
　
地
区

　
（
木
落
）
和
久
井
精
一
（
寺
ケ
崎
）

清
水
邦
吉
（
塩
辛
）
藤
巻
和
夫
（
仁
田

）
山
田
勇
（
野
口
）
村
越
丈
郎
（
原
田

）
根
津
亥
之
助
（
根
深
）
藤
田
増
三
郎

（
下
原
）
田
中
義
勝
。

　
　
仙
田
地
区

　
（
中
仙
田
）
小
林
猪
作
（
室
農
）
高

橋
善
治
（
小
脇
）
斉
木
利
栄
（
欝
ご

市
川
信
二
（
藤
沢
）
茂
野
倉
之
助
（
田

戸
）
押
木
二
吉
（
越
ケ
沢
〉
潰
崎
喜
一

（
赤
谷
）
登
坂
政
平
（
岩
瀬
）
中
村
昌

弘
（
大
倉
）
中
条
増
栄
（
大
白
倉
）
保

坂
菊
太
郎
（
小
白
倉
）
江
口
秀
雄
（
高

倉
）
高
橋
千
代
治

〃
南
九
州
地
震
〃

義
援
金
の
募
集
”

　
二
月
二
十
一
日
南
九
州
を
襲
っ
た
地

震
の
被
害
は
想
像
以
上
て
、
特
に
住
家

の
被
害
が
多
く
、
そ
の
惨
状
は
、
ほ
ん

と
う
に
同
情
に
た
え
ま
井
、
叫
ん
。

　
日
赤
で
は
、
広
く
み
な
さ
ん
か
ら
義

援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
騒
い
し
ま
す
。

丁
量
品
目
　
義
援
金
に
限
り
ま
す
。

睡
期
間
　
三
月
二
十
匹
旨
ま
で

ぼ
量
受
付
　
日
赤
分
π
（
社
会
課
）

慧
糞
難
、
壽
蒙
騰
淺
馨
鱗
慧
畿
”
譲
簸
感
鱗
燦
鐸
職
讐
齢
鞭
織
畢
瀧
発
鯨
撰
幟
羅
畿
縫
螺
驚
誰
嫡
撚
心
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

休
ま
ず
遅
れ
ず
働
か
ず

　
企
画
室
が
、
地
区
ご
と
に
住
民
の

声
を
聞
く
集
ま
り
を
も
っ
た
の
は
二

月
の
な
か
ぱ
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、

役
場
の
バ
イ
ク
を
私
用
に
使
う
職
員

が
あ
る
の
を
ご
存
知
か
、
休
日
で
も

な
い
の
に
出
勤
も
せ
ず
、
雪
掘
り
や

家
業
に
精
出
す
職
員
が
い
る
、
な
ど

職
員
の
勤
務
態
度
を
批
判
す
る
ご
意

見
を
か
な
り
い
た
だ
い
た
そ
う
だ
。

　
去
年
の
今
ご
ろ
で
あ
っ
た
か
、
職

員
組
合
が
中
村
町
長
と
交
渉
し
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
町
長
さ
ん

ま
こ
と
に
い
い
に
く
い
こ
と
で
す
ど

も
、
川
西
町
の
職
員
給
与
は
県
下
で

い
っ
ち
ケ
ツ
の
ほ
う
で
す
テ
、
こ
れ

じ
ゃ
張
り
合
い
が
な
く
て
ダ
メ
で
す

ん
だ
ん
が
、
せ
め
て
他
町
村
並
み
に

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
8
。

シ
、
町
の
衆
は
め
ん
な
し
て
役
場
の

シ
ヨ
て
ん
な
い
い
身
分
だ
と
い
っ
て

い
る
ゼ
、
五
時
に
な
る
と
家
へ
飛
ん

で
帰
っ
て
．
コ
イ
サ
ラ
田
の
草
取
り
、

朝
げ
は
ウ
ス
デ
コ
茶
前
仕
事
を
し
て

か
ら
ご
出
勤
だ
と
、
あ
あ
。
だ
す
け

く
た
ぴ
れ
て
役
場
へ
休
み
に
来
て
、

ほ
う
し
て
タ
ボ
コ
ば
っ

か
吸
っ
た
り
ジ
ョ
ン
ノ

ビ
し
た
り
3
、
い
ち
が
鶴

い
に
は
い
わ
ん
な
い
ど
■

も
、
こ
こ
は
う
る
さ
い
ど
こ
で
ノ
シ

ま
ず
こ
の
点
を
よ
く
考
え
て
か
ら
に

し
て
も
ら
い
た
い
な
あ
、
あ
あ
。

　
あ
る
舅
が
テ
レ
ビ
で
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
も
の
を
歌
っ
て
い
た
。
月
曜
日
は

休
み
の
疲
れ
で
ウ
ン
シ
ャ
ラ
ケ
、
火

曜
目
に
は
や
や
回
復
し
、
水
曜
日
と

な
れ
は
調
チ
が
出
て
ス
ー
イ
ス
イ
、

8琴

編塾　　　コ
鴨

腰　　　　　繋
露　　　　　　“

　　　瓢

■

轟　　　　　　轟

　　　”
惇　　　轟　　融

露

　，5
．　95

■

膿
　
　
　
●

o　謡

き
、
金
曜
日
に
な
る
と
休
み
が
近
い

わ
｝
、
、
キ
ン
葬
・
ラ
皐
、
、
ノ
、
と
い
．
つ
よ
う

な
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
、
ご
に
わ
れ
わ

鉛
∵
㌘
’
な
を
え
冬
＼
り
、
住
民
わ
ご
指

”
償
茄
・
一
十
二
刀
に
｝
つ
，
り
づ
け
て
い
一
〇
。

　
当
世
は
、
休
ま
ず
遅
れ
ず
働
か
す

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
み
出
世
の
条
件
に

　
　
　
謡
望
罰
葛
な
っ
て
い
る
と
か
聞

　
　
　
　
　
　
い
た
。
ち
ょ
い
ち
ょ

　
　
　
　
　
　
い
休
む
と
人
目
に
つ

　
　
　
　
　
　
く
、
遅
刻
が
た
ぴ
重

な
る
と
上
役
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
、

あ
ま
り
仕
事
を
し
す
き
る
と
、
そ
れ

が
同
僚
や
上
司
へ
の
ツ
ラ
当
で
に
な

っ
て
ニ
ラ
マ
レ
る
。
そ
こ
噌
」
め
だ
た

ず
お
と
な
し
く
、
要
領
よ
く
点
数
か

せ
い
で
勤
め
る
の
が
出
世
の
耽
決
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
じ
つ
に
バ
カ
げ

た
話
だ
が
、
案
外
わ
か
る
よ
う
な
気

て
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
ア
、
あ
ろ
・
つ
。

　
町
の
バ
イ
ク
を
私
蕉
に
使
う
と
い

い
ま
す
が
、
自
分
の
箪
を
公
屋
に
使

っ
て
い
る
職
員
に
な
ぜ
ヨ
シ
タ
ヨ
シ

タ
と
い
わ
な
い
の
て
す
か
。
労
働
基

準
法
に
よ
る
と
職
員
に
は
年
渉
い
休
暇

と
い
う
の
が
あ
り
、
日
曜
祭
巳
の
ほ

か
に
年
二
十
日
闇
の
休
曜
が
あ
た
え

ら
れ
て
い
ま
す
、
休
ん
ア
、
な
せ
悪
い

の
で
し
よ
う
。
な
ど
と
い
え
ぱ
ニ
ラ

ク
点
，
数
の
下
が
る
こ
と
は
必
ウ
、
貨
棉
。
．

　
町
の
職
員
と
し
て
、
公
僕
結
神
に

徹
し
て
・
陣
へ
』
、
愛
け
ば
、
人
間
で
あ
る

か
γ
り
た
ま
に
は
休
み
を
と
り
、
あ
る

い
は
上
司
と
衝
突
し
、
ま
た
は
住
民

と
激
論
す
る
く
ら
い
の
た
ぐ
、
ま
し
さ

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
み
．
四
。

休
ま
ず
遅
れ
ず
働
か
ず
の
聯
貝
に
だ

け
は
な
り
た
く
な
い
。
　
　
（
金
．
ナ
）
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論
轟
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脚
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脇
㈱
⑱
製
轟
㊨
㈱
③
鯉
容
㈱
編
論
③
ゆ
噂
湧
論
講
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讐
捲
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論
③
。
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心
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津南町で一目県庁

へ
き
地
●

災
害
対
策
を
訴
え
る

町
か
ら
茂
野

丸
山
さ
ん
出
席

　
豪
雪
地
帯
で
行
な
わ
れ
る
一
日
県
庁
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

た
「
県
政
広
聴
の
つ
ど
い
」
は
、
予
定
ど
お
り
二
月
十
三
日
に

津
南
町
役
場
’
嵯
紀
隣
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
町
か
ら
は
根
津
町
長
、

和
久
井
議
長
ら
が
出
席
し
た
ほ
か
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
茂

野
ミ
ン
（
藤
沢
）
丸
山
一
徳
（
原
田
）
の
お
ふ
た
り
が
、
郡
内

八
人
の
意
見
発
表
者
に
互
し
て
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
項
の
よ

う
な
意
見
の
発
表
が
行
な
つ
た
。

　
県
側
は
、
亘
知
事
を
筆
頭
に
、
佐
藤
企
画
部
長
、
北
野
衛
生
部
長
、
重
野
土
木

部
長
、
小
野
塚
教
育
長
ら
＋
数
人
の
関
係
部
課
長
が
出
席
し
、
意
見
発
表
者
の
発

言
に
対
し
て
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　
診
　
6
9
　
曾
　
9
　
0
0
　
5
　
8
　
巳
葛
　
］
　
D
　
●
　
8
　
巳
　
8
　
旧
　
O
　
巴
　
縁
　
9
　
“
　
8
　
0
　
5
　
0
　
塵
　
願
　
0
　
9
　
9
口
　
■
　
9
　
9
　
0
　
口
6
　
0
　
璽
　
9
　
8
　
5

傍
聴
者

　
　
　
約
二
百
人

　
ま
ず
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
一
時

間
に
わ
た
っ
て
地
元
市
町
村
長
及
ぴ
議

会
議
長
と
県
側
と
の
懇
談
が
行
な
わ
れ

市
町
村
長
側
か
ら
順
次
県
に
対
し
て
要

望
事
項
が
述
べ
ら
れ
た
。
川
西
町
か
ら

は
、
根
津
町
長
か
ら
①
道
路
整
備
に
つ

い
て
②
農
業
振
興
に
つ
い
て
③
へ
き
地

居
住
者
に
対
す
る
移
住
援
助
の
措
置
に

つ
い
て
、
の
三
点
に
つ
い
て
要
望
の
趣

旨
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。
他
市
町
村
か

ら
の
要
望
事
項
も
、
道
路
関
係
、
豪
雪

対
策
関
係
が
大
部
分
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
要
望
に
対
し
て
は
、
時
間
切
れ

の
た
め
、
残
念
な
が
ら
県
側
の
答
弁
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
次
い
で
ヤ
時
三
十
分
か
ら
約
二
百
人

の
傍
聴
者
を
離
に
し
て
八
人
の
意
見
発

表
が
行
な
わ
償
、
こ
れ
に
対
し
て
亘
知

事
以
下
関
爆
諏
卵
課
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
懇

切
丁
重
な
箸
書
溶
な
さ
れ
た
●

　
拍
西
町
の
茂
野
さ
ん
か
ら
は
、
　
「
へ

き
地
対
策
、
出
か
せ
ぎ
対
策
に
つ
い
で
論

丸
山
さ
ん
か
ら
は
、
　
「
河
川
対
策
に
つ

い
て
」
要
望
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
の

要
旨
及
ぴ
県
側
の
関
係
答
弁
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
o

山
間
地
へ
も

　
　
無
雪
道
路
を

　
　
　
茂
野
ミ
ン

　
　
　
　
　
　
　
農
業
　
3
9
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

①
へ
き
地
に
お
け
る
冬
季
分
校
に
つ

い
て
t
ー
現
在
十
九
人
の
冬
季
分
校
児

童
が
昭
和
四
十
六
年
に
は
わ
ず
か
五
人

に
な
り
、
分
校
の
閉
鎖
も
や
む
を
得
な

い
。
し
か
し
、
低
学
年
児
重
を
寄
宿
さ

せ
る
こ
と
も
愚
難
で
あ
る
し
、
な
だ
れ

の
危
険
を
お
か
し
て
広
校
へ
通
わ
せ
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
駆
こ
の
よ
う
な

山
間
へ
き
地
ま
鴫
、
無
霧
遵
路
を
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
②
後
継
餐
教
青
に
つ
い
て
ー
－
地
区

の
定
高
は
就
職
の
た
め
の
教
育
の
場
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
農
業
徴
継
者

教
育
の
場
と
し
、
で
き
る
な
ら
中
学
教

育
の
段
階
で
農
業
教
育
を
強
化
し
、
後

継
者
の
確
保
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。　

③
出
か
せ
ぎ
問
題
に
つ
い
て
－
ー
生

き
る
た
め
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿

命
で
あ
る
が
、
舅
手
不
足
の
部
落
で
い

ち
ば
ん
困
る
の
は
急
病
人
で
あ
る
。
診

療
所
の
施
設
も
不
十
分
で
、
結
局
は
村

，
中
総
出
で
十
日
町
ま
で
運
ば
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
に
も
無
雪
道
路
が
必

要
で
あ
り
、
県
立
診
療
所
の
整
備
も
願

い
た
い
。

　
ま
た
、
内
職
の
マ
ワ
タ
よ
り
は
一
日

二
百
円
ぐ
ら
い
に
し
か
な
ら
な
い
が
、

も
っ
と
ま
し
な
内
職
が
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

障
鯉
騰
圏
網
鞘
］

、
北
野
衛
生
部
長

　
仙
田
の
診
療
所
や
津
南
の
県
立
病
院

等
も
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
解
決
は
で
き

な
い
。
何
と
か
地
域
の
医
療
を
確
保
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
、
医
師
の
不

足
で
配
置
困
難
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
雪
上
車
や
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
診
療
車
を
整
備
し
て
補
っ
て
い
き
た

い
。

　
豪
雪
地
域
に
お
い
て
は
、
－
無
雪
道
路

ヘ
リ
コ
プ
タ
！
等
力
利
用
が
考
え
ら
れ

る
の
だ
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
｝
は
維
持
費

が
か
さ
み
、
か
つ
天
候
に
左
右
さ
れ
や

す
い
。

　
無
雪
道
路
は
相
当
な
予
算
が
必
要
だ

が
知
事
か
ら
頑
張
っ
て
も
ら
う
。

亘
知
事

　
県
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
へ
き
地

の
医
師
確
保
に
努
力
し
て
い
る
。
さ
ら

に
診
療
を
受
け
や
す
い
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
喬
が
、
そ
の
た
め

に
〃
無
雪
道
路
の
確
保
を
〃
と
い
う
茂

野
さ
ん
の
ご
意
見
は
ご
も
っ
と
も
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
な
か
な
か
容
易

へき地闘題を訴える

　　　　　茂野ミンさん

で
な
い
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
何
と
か
県
で
所
有
し

た
い
が
、
維
持
管
理
が
容
易
で
な
い
の

で
、
自
衛
隊
に
お
願
い
し
て
便
宜
を
は

か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
必
要
に
応
じ
市
町
村
長
の
要
請
が
あ

れ
ば
、
知
事
か
ら
自
衛
隊
に
要
請
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ヘ

リ
は
気
象
条
件
に
非
常
に
強
く
支
醍
さ

れ
る
の
で
、
終
局
的
に
は
無
雪
進
路
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
野
塚
教
育
長

　
定
高
と
農
業
後
継
者
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
農
業
関
係
で
も
ξ
集
生
の
就
農

率
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
。

　
農
業
関
係
の
教
員
も
醒
置
し
て
い
る

が
、
ま
だ
不
十
分
な
の
で
、
農
業
教
育

セ
ン
タ
葦
を
設
置
し
て
い
る
。

佐
藤
企
画
部
長

　
出
か
せ
ぎ
問
題
に
対
す
る
県
の
考
え

方
を
申
し
上
げ
る
。
渋
海
川
上
流
の
瀬

替
え
地
帯
に
あ
る
仙
田
は
、
仙
田
ご
ぼ

う
の
産
地
で
あ
り
、
こ
れ
は
高
橋
源
治

郎
君
な
ど
の
努
力
に
負
う
も
の
で
あ
る

　
出
か
せ
ぎ
の
問
題
は
、
中
魚
●
十
日

町
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
雪
の
問
題

を
解
決
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
出
か
せ
き

は
な
く
な
ら
な
い
。

　
要
は
、
出
か
せ
き
を
し
な
く
て
も
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
年
間
を
通
じ
て
仕

事
が
あ
り
、
か
つ
他
産
業
と
同
等
の
収

入
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
れ
は
短
朗
的
に
は
な
い
。
し
か
し

無
雪
道
路
分
鷺
題
と
同
じ
く
、
順
序
と

時
間
を
か
け
れ
ば
不
可
能
で
は
な
い
◎

長
朗
的
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

苗
場
山
麓
の
灘
発
等
は
そ
の
一
つ
だ
p

　
水
資
源
の
利
用
に
よ
り
、
県
で
使
う

だ
け
使
っ
て
、
余
っ
た
ら
東
京
へ
蕩
く

売
り
つ
け
る
と
い
う
手
も
あ
る
。
要
は

天
然
資
源
を
ど
う
利
用
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
兼
業
収
入
で
出
か
せ
ぎ
を
し

な
く
て
も
済
む
方
法
が
あ
る
か
と
い
う

こ
と
f
、
あ
る
。
十
日
町
の
機
業
等
が
あ

る
の
で
、
関
東
ま
で
出
か
け
な
く
て
も

せ
め
て
±
曜
日
に
は
奥
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
帰
ら
れ
る
出
か
せ
ぎ
と
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
長
期
的
施
策
と
し
て
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

グ
ル
憂
プ
出
か
せ
ぎ
の

　
　
　
奨
　
　
　
励

田
渕
職
安
課
長

　
根
広
的
に
は
出
か
せ
ぎ
を
し
な
い
畷
、

よ
い
社
会
を
作
る
こ
と
だ
が
、
当
衝
の

問
題
と
し
て
、
出
か
せ
き
先
の
藝
数
跡

止
、
賃
金
不
払
い
等
の
防
止
に
つ
と
め

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
い
条
件
の
職
場

　
　
　
　
の

を
確
保
し
、
事
故
の
起
き
な
い
よ
み
ノ
、

な
る
べ
く
安
定
所
を
利
用
し
て
ほ
し
い

出
か
せ
き
対
策
は
全
国
的
な
問
題
て
あ

り
、
労
働
省
で
も
対
策
を
進
め
て
へ
㌧
る

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
出
か
せ
き
就

労
者
手
帳
の
活
駕
、
更
京
、
大
薩
に
為

る
出
か
せ
き
相
談
所
の
利
用
を
お
す
す

め
し
た
い
。

　
県
と
し
て
も
、
縁
数
就
職
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
貰

省
さ
せ
ら
れ
る
点
も
あ
っ
た
。
対
策
へ
，
7

｝
っ
と
し
て
グ
ル
・
㌧
ブ
出
か
せ
き
O
奨

慰
を
考
え
て
い
る
。

亘
知
事

　
出
か
凝
・
茎
O
の
問
題
は
、
農
作
業
に
警

留
期
的
の
ヒ
マ
癬
で
き
る
こ
・
こ
へ
」
つ
・
．
㌦

原
区
で
、
経
済
的
理
藩
が
六
半
で
委
つ

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
れ

は
、
県
民
の
勤
勉
性
に
よ
る
も
の
ヴ
、
る

る
が
、
で
き
れ
ぱ
、
そ
の
ヨ
（
ぞ
つ
ち
こ

　
凝
ハ
次
ペ
ー
シ
ヘ
続
く
。

’
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う
ち
へ
帰
ら
れ
喬
場
駈
へ
崖
か
せ
き
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
o

　
そ
の
た
め
に
は
交
通
の
確
保
、
道
路

の
除
雪
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
先
決
で

あ
り
、
逐
次
拡
大
し
て
い
き
た
い
o

河
川
の

　
　
防
災
工
事
を

　
　
　
　
丸
山
一
徳

　
　
　
　
　
　
　
農
業
p
3
7
才

　
私
は
、
か
っ
て
三
年
間
に
わ
た
る
大

雨
の
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
で
苦
し
ん

だ
体
験
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
こ

れ
ら
の
小
河
川
が
適
周
河
川
に
昇
格
し

て
喜
ん
で
い
る
o

　
こ
れ
ら
の
体
験
か
ら
の
次
の
事
項
を

要
望
し
た
い
。

　
①
山
闘
地
の
中
小
河
川
を
広
く
適
用

撫蕊π
葦薦

事知且つ

、
4
野
塚
たに

　
　
　
　
　
　
　
弁

、
ゑ
知
答

河
川
に
昇
格
さ
せ
て
ヤ
そ
の
恩
典
を
広

く
及
ぼ
し
て
ほ
し
い
o

　
②
災
害
が
起
き
て
か
ら
の
復
旧
と
い

う
現
在
の
制
度
を
一
歩
進
め
て
、
災
害

発
生
前
に
補
強
す
る
と
い
う
防
災
工
事

の
施
行
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
o

　
③
工
事
予
算
の
配
分
の
あ
り
方
を
再

検
討
し
、
現
行
三
年
間
に
お
け
る
二
・

五
。
三
の
配
分
を
短
縮
も
し
く
は
前
半

に
重
点
配
分
し
て
ほ
し
い
o

　
④
雪
と
水
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に

山
間
積
雪
地
帯
に
中
小
規
模
D
ダ
ム
建

設
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
o

　
こ
の
豪
雪
の
中
に
い
て
夏
は
水
不
足

で
陸
稲
も
で
き
な
い
と
い
う
現
象
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
に
農
業
の

面
か
ら
・
豊
富
な
水
資
源
を
活
用
す
る
た

め
、
第
二
に
工
業
用
水
の
確
保
に
よ
り

工
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
第
三
に

未
開
発
地
の
開
発
開
臼
を
促
進
し
、
ま

た
養
鯉
や
無
雪
道
路
へ
の
水
の
供
給
を

は
か
る
た
め
水
資
源
を
開
発
し
、
母
な

県
側
答
弁

　
多
目
的
ダ

る
信
濃
川
に
よ
っ
て
県
の
繁
栄
を
も
た

ら
す
よ
う
、
遠
大
な
計
画
を
樹
立
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ー
雪

とム
水の
資
　建
源
　をル
活員ヌ

重
野
土
木
部
長

　
河
川
、
道
路
の
改
修
に
関
す
る
ご
要

望
に
対
し
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
満
足
の

い
く
よ
う
に
実
施
で
き
る
自
信
は
な
い

　
県
内
の
認
定
河
川
の
延
長
は
四
千
五

百
キ
ロ
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
改
良

費
は
年
間
四
、
五
十
億
程
度
の
予
算
し

か
使
っ
て
い
な
い
o
昨
年
の
羽
越
災
害

関
係
の
復
旧
費
三
百
億
に
比
べ
て
非
常

に
少
な
い
予
算
で
あ
る
。

　
丸
山
さ
ん
の
言
わ
れ
る
と
お
り
、
復

旧
よ
り
予
防
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ

る
が
、
現
状
で
は
県
下
の
河
川
を
改
良

す
る
に
は
ざ
っ
と
五
十
年
以
上
か
か
る

計
算
と
な
る
。

　
こ
の
点
国
の
治
水
五
力
年
計
画
の
手

直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
予
算

と
し
て
二
兆
六
千
億
に
し
た
い
と
い
う

要
望
を
し
て
い
る
o

　
丸
山
さ
ん
の
適
用
河
川
昇
格
問
題
に

つ
い
て
、
信
濃
川
を
は
じ
め
中
魚
沼
を

流
れ
て
い
る
河
川
は
一
級
河
川
で
あ
る

が
、
本
年
新
た
に
十
河
川
の
昇
格
を
申

請
し
て
い
る
。

　
改
艮
工
事
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
け
た

よ
う
に
年
間
匹
、
五
十
億
で
、
沢
害
復

旧
費
が
三
百
億
で
あ
る
が
こ
の
比
率
が

逆
に
な
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
○

　
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
し
ぱ
ら
く

の
間
は
災
害
復
旧
に
追
わ
れ
る
と
思
う

県
と
し
て
は
、
県
単
独
事
業
で
も
維
持

修
繕
に
努
力
し
て
い
る
○

　
次
に
、
災
害
復
旧
費
の
配
分
の
問
題

で
あ
る
が
、
三
年
で
完
成
す
る
の
が
原

則
の
と
こ
ろ
、
現
状
は
四
年
か
か
っ
て

い
る
。

　
せ
め
て
こ
れ
を
三
年
で
完
成
す
る
よ

う
国
に
強
く
訴
え
て
い
る
o

　
債
務
負
担
行
為
の
制
度
を
活
用
し
て

仕
越
し
工
事
を
行
な
う
こ
と
も
で
き
る

が
、
県
と
し
て
は
、
三
年
と
い
わ
ず
二

年
に
も
し
た
い
つ
も
り
で
努
力
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
雪
の
利
用
に
つ
い
て
の
ダ
ム
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
o
私
の
ほ
う
の
担
当
は
治

水
を
目
的
と
し
た
ダ
ム
で
あ
る
が
、
各

種
の
目
的
を
合
わ
せ
た
多
目
的
ダ
ム
を

作
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
o

　
年
間
降
水
量
の
十
四
、
五
パ
ー
セ
ン

ト
は
雪
の
形
で
降
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

効
果
的
に
利
用
す
る
た
め
考
え
て
行
き

た
い
。暖

国
政
治
を

　
　
改
め
さ
せ
た
い

亘
　
知
　
事

　
災
害
が
起
き
る
前
の
工
事
を
と
い
う

ご
意
見
は
ご
も
っ
と
も
で
あ
る
o
現
実

に
は
期
待
と
反
対
の
面
が
多
い
が
、
運

用
の
面
で
く
ふ
う
し
た
い
。
予
算
に
し

て
も
、
中
央
政
府
か
ら
割
当
の
来
る
の

が
七
月
に
な
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
適

用
す
る
と
着
工
は
雪
の
降
る
こ
ろ
に
な

る
。　

日
本
の
政
治
は
暖
国
政
治
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
面
が
な
か
な
か
改
め
ら
れ
な

い
。　

痢
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
国
の
五
力

年
計
画
が
最
低
二
兆
円
を
割
ら
な
い
よ

う
に
要
望
し
て
い
る
○

　
そ
の
中
で
中
小
河
川
の
分
は
照
、
五

千
億
程
度
と
思
う
o

新
潟
県
は
中
小
河
川
が
非
常
に
多
い
。

こ
れ
を
で
き
る
だ
け
政
府
直
轄
の
一
級

河
川
と
し
て
国
の
大
き
い
カ
で
改
修
し

て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
て
い
る
o

　
こ
と
し
は
荒
川
、
姫
川
、
関
川
の
三

本
を
要
望
し
た
が
荒
川
だ
け
が
認
め
ら

れ
莞

河川対策で藤灘する丸山さん

　
上
流
に
ダ
ム
を
作
る
こ
と
に
も
カ
を

入
れ
て
い
る
が
、
四
十
二
年
度
に
お
い

て
は
全
国
で
十
カ
所
の
ダ
ム
が
認
め
ら

れ
た
う
ち
、
県
ア
、
三
カ
所
を
と
っ
た
。

　
ま
た
四
十
三
年
度
は
全
国
で
三
カ
所

の
う
ち
県
で
は
刈
谷
田
川
の
一
本
が
認

め
ら
れ
た
o
今
後
も
全
力
を
あ
げ
て
や

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
翻
　
　
響
　
　
響

橘
地
区
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
農
業
目
当

　
四
月
一
ヨ
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

男
子
千
三
百
円
、
女
子
千
百
円
〇

　
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

で
男
子
千
二
百
円
、
女
子
千
円
o
た
だ

し
女
子
の
苗
取
り
は
千
三
百
円
ゆ

　
以
上
は
、
い
ず
れ
も
食
費
三
百
円
を

含
む
金
擁

簡
単
で
便
利
な

　
ミ
ニ
レ
タ
憂
の
利
用

　
ミ
ニ
レ
々
ノ
ー
の
特
長
は
、
ぴ
ん
せ
ん

封
筒
、
切
手
を
一
枚
て
兼
ね
て
い
て
、

の
り
し
ろ
を
は
り
合
わ
せ
る
だ
け
で
郵

便
と
し
て
出
せ
る
こ
と
で
す
。

　
し
か
も
、
必
要
が
あ
れ
ぱ
、
全
体
の

重
さ
が
十
グ
ラ
ム
以
内
な
ら
請
求
書
や

名
刺
判
の
写
真
一
枚
ぐ
ら
い
は
封
入
で

き
、
は
が
き
の
約
三
倍
は
書
け
る
し
、

封
を
し
て
出
す
よ
・
つ
に
な
っ
て
い
る
の

で
秘
密
も
守
れ
ま
す
。

　
そ
の
う
え
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な

ど
の
大
型
郵
便
物
よ
り
も
優
先
し
て
送

達
さ
れ
、
㌣
麓
も
手
紙
と
同
じ
十
五
円

で
す
。

　
白
茶
色
と
あ
さ
き
色
の
二
種
類
が
あ

り
、
旅
行
の
お
供
窺
、
家
庭
の
常
備
に

あ
る
い
は
、
簡
単
な
賠
答
罵
晶
と
し
て

も
便
利
で
し
ょ
う
。
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こ
ど
も
の
お
や
つ
　
　
　
与
え
方
に
よ
う
て
は
、
禽
欲
不
振
や

　
こ
ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
で
あ
　
偏
食
、
栄
養
の
欠
陥
の
原
因
と
な
る
場

る
お
や
つ
は
、
栄
養
を
補
給
す
る
意
味
　
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
し

か
ら
も
と
て
も
た
い
せ
つ
な
も
の
で
す
　
よ
う
。

が
、
　
｝
般
に
は
、
お
や
つ
に
つ
い
て
の
　
　
与
え
る
回
数
も
多
す
き
る
の
で
は
な

関
心
は
ま
だ
薄
い
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
い
で
し
ょ
う
か
。
し
つ
け
の
面
か
ら
も

　
親
た
ち
は
、
と
か
く
忙
し
い
せ
い
で
．
特
別
な
配
慮
は
さ
れ
て
い
灘
い
家
庭
が

し
ょ
う
か
、
働
く
こ
と
に
の
み
気
を
と
　
多
い
と
い
う
こ
と
て
す
。

ら
れ
て
、
ど
う
し
て
も
お
や
つ
に
ま
で
　
　
こ
ど
も
が
要
求
す
る
ま
ま
写
　
一
日
に

手
が
ま
わ
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
の
　
　
、
垂
垂
，
馨
．
曇
．
蓼
、
響
§
垂
。
蕃
．
曇
，
」

辮
翻
難
鯵
韓
［
罐
櫻
拷
脇

が
、
発
育
盛
り
の
こ
ど
も
た
ち
に
も
、
　
何
回
と
な
く
与
え
て
し
ま
ケ
の
は
考
え

も
う
す
こ
し
目
を
む
け
て
や
っ
て
く
だ
　
も
の
で
、
同
時
に
、
種
類
砥
し
て
も
一

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
に
甘
す
ぎ
る
も
の
、
た
と
…
え
ぱ
チ
ョ

　
「
う
ち
翠
は
、
ご
飯
雀
べ
な
い
コ
ヤ
ド
窓
め
だ
ま
な
ど
は
磐
こ

で
困
る
ん
で
す
て
、
ど
う
し
た
ら
食
べ
　
ど
も
が
好
み
ま
す
が
、
こ
う
い
う
も
の

る
か
し
ら
。
一
と
相
談
を
う
け
ま
す
が
　
の
与
え
す
き
も
さ
け
る
べ
零
で
す
。

よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
お
や
つ
の
　
　
こ
ど
も
が
か
わ
い
い
か
ら
ほ
し
が
る

与
え
方
に
問
題
が
あ
る
ら
で
は
な
い
か
　
も
の
は
な
ん
で
も
与
え
た
い
と
い
・
つ
気

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
持
は
わ
か
っ
て
も
、
は
た
し
で
そ
れ
で

よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
量
に
つ
い
て
も
、
お
や
つ
を
腹
い
ウ

ぱ
い
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
食
事
の
さ
ま
た
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
適
当
に
か
げ
ん
す
る
こ
と
で
す

　
そ
し
て
、
甘
す
ぎ
る
菓
子
よ
り
は
、

で
き
る
だ
け
手
作
り
の
お
や
つ
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
材
料
は
身
近
に
あ
る
も
の
、
た
と
え

ば
。
小
麦
粉
、
牛
乳
、
ミ
ル
ク
、
た
ま

ご
、
さ
つ
ま
い
も
、
じ
ゃ
が
い
も
、
も

　
ぼ

ち
、
き
な
粉
、
残
り
ご
飯
、
く
だ
も
の

野
菜
な
ど
、
な
ん
で
も
よ
い
で
し
ょ
う

　
お
皿
に
手
作
り
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
と

一
切
れ
の
り
ん
ご
の
う
さ
き
で
も
つ
け

て
や
（
、
た
ら
、
紙
き
れ
に
包
ん
だ
あ
め

だ
ま
よ
り
は
喜
ん
で
く
れ
そ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
ど
も
に
対
す
る
．

親
の
愛
情
の
ひ
と
つ
の
表
現
に
も
な
る

と
曽
う
の
で
す
が
。

　
　
今
月
の
相
談
日

　
橘
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一
目

×
×
X
X
×
X
X
X
X
X
X
×
×
X
X
X
×
X
X
X
X
×
×
×
X
X
X
X
X
×
×
X
×
X
×
×
X
X
×
X
、
X
×
X
×
×
×
X
X
X
×
×
×
×
X
×
X
X
X
X
×
X
×
X
×
X
×
×
×
×
X

県
立
、

高
田
養
護
学
校

…
ー
！
ト
ー
ー
を
新
設

　
待
望
の
県
立
高
田
養
護
学
校
が
五
目

に
開
鮫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
つ
学
咬
は
、
総
工
費
約
二
億
円
を

か
け
て
新
築
す
る
も
の
で
、
百
二
十
人

の
編
入
児
璽
に
対
し
て
五
十
人
の
職
員

が
教
育
に
あ
た
り
、
完
成
す
れ
ぱ
全
国

て
も
有
数
の
り
っ
ぱ
な
施
設
に
な
り
ま

す
。　

該
当
児
を
も
つ
父
兄
に
と
っ
て
は
福
・

音
と
な
（
、
た
わ
け
で
す
が
、
な
か
に
は

と
の
よ
う
な
学
校
か
、
ど
ん
な
児
璽
が

入
学
で
き
る
の
か
、
ご
存
じ
で
な
い
か

た
も
多
い
、
腎
つ
で
す
か
ら
、
か
ん
た
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
《
学
校
所
在
地
）
蕎
田
節
寺
町
一
丁

目
十
五
番
地
、
旧
金
谷
中
学
、
校
あ
と
。

（
収
容
人
員
）
四
十
三
葎
度
六
十
人
、

四
十
四
伍
度
百
二
＋
人
。
　
（
入
学
資
悩

）
知
能
指
数
五
十
～
六
十
程
度
の
小
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
プ

糞
繕
梶
謹
誘
断
霧
錦
ガ

月
一
日
、
た
だ
し
寄
宿
舎
入
舎
生
は
九

月
二
日
か
ら
。
　
（
入
学
手
続
誌
）
三
月

末
ま
で
に
願
書
を
提
出
し
、
四
月
上
旬

に
面
接
し
て
決
定
す
る
。
　
（
必
要
経
費

）
家
庭
の
経
済
力
に
応
じ
て
三
段
階
に

分
け
、
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
郵

学
奨
励
費
を
支
給
す
る
。

　
県
下
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
恵
ま
れ
な

い
こ
ど
も
た
ろ
の
た
め
に
、
新
淑
．
醤
学

校
、
萬
田
盲
学
校
、
新
潟
ろ
う
学
校
、

長
岡
ろ
う
学
校
、
新
潟
養
護
学
校
、
三

条
養
護
学
校
、
柏
崎
養
談
学
校
、
月
ヶ

岡
養
護
学
校
（
い
ず
れ
も
県
立
）
筆
．
の

諸
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
真
の
幸
福
は
、
知
能
に
合

？
た
教
育
を
し
て
や
る
二
、
暫
で
♪
り
、

乙
れ
ら
ハ
学
校
に
は
、
ソ
ヒ
め
て
年
少

の
う
ち
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
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新
郎
　
星
名
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一
　
伊
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新
婦
　
菅
鷺
　
洋
子
　
富
山
県
か
ら

　
葡
郎
『
高
橋
嘉
明
赤
谷

も
新
婦
．
，
茂
野
　
節
子
　
藤
　
沢
か
ら

◎
新
郎
』
藤
田
　
鶴
治
　
根
　
洪

◎
新
幌
藤
田
々
ノ
イ
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深
か
ら

◎
新
郎
．
小
野
塚
二
郎
　
中
央
町

◎
新
婦
　
安
井
登
芙
子
　
岐
皇
県
か
ら

昇
天
f
ご
め
い
福
を
祈
る

　
市
川
、
ト
ワ
　
平
　
見
　
　
六
七

婆
履
マ
新
鵯
田
全

　
小
林
　
ワ
イ
　
中
仙
田
　
　
八
五

　
蔵
品
邦
太
郎
　
霜
　
條
　
　
八
四

佐
藤
．
竹
之
重
藤
臼
、
　
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
、
ヨ

　
　
　
ヌ
キ
　
　
　
食
　
　
ズ
三

　
蔓
野
　
力
蔵
　
藤
　
沢
　
　
七
九

中
條
ク
ラ
　
大
　
倉
　
　
㌻
へ

　
高
橋
　
　
董
夫
　
　
高
　
倉
　
　
　
　
二

　
内
山
．
チ
カ
　
新
町
新
田
　
八
一

　
渡
邊
康
遭
　
新
駒
新
田
　
七
九

数
藤
三
喜
眉
沖
立
　
さ
ユ

　
高
橋
美
之
吉
　
蕎
　
倉
　
　
八
二

高
橋
興
甫
田
中
町
　
さ
二

　
｛
腎
條
加
藤
治
大
重
　
｛
、
匹

　
国
戻
年
と
．
泳
険
料
免

　
除
の
申
詳
に
つ
い
て

　
四
十
三
年
度
の
免
除
ケ
ゑ
国
窒
す
る
か

た
は
、
印
鑑
葬
携
参
し
て
匹
弓
十
臼
ま

｝
写
」
に
仕
会
課
へ
お
い
て
く
η
、
さ
い
。
所

碍
が
少
’
．
犠
い
た
劉
、
・
「
．
、
険
秘
納
入
が
区

難
な
人
に
澱
り
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ

と
は
社
会
課
で
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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郵
便
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
に

　
　
郵
便
番
号
制
を
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
七
月
｝
F
か
ら
実
施
－

　
郵
便
番
号
と
い
う
の
は
、
圭
国
の
配
　
氏
名
と
い
っ
し
ょ
に
郵
便
物
に
轡
い
て

達
局
の
受
持
区
域
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
　
い
た
だ
き
、
区
丹
け
作
業
ケ
機
齪
、
　
、
、

で
、
こ
れ
を
あ
て
名
や
発
信
人
の
注
所
　
能
率
化
し
て
、
郵
便
の
ス
ビ
ー
ド
皿
ノ
ッ

プ
あ
【
、
ぬ
ろ
う
と
す
る
も
桿
，
｝
て
す
。

　
近
く
、
郵
硬
局
か
ら
く
わ
し
い
説
萌

資
料
が
配
布
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
制
度

が
ス
ム
ー
ス
に
霜
、
萢
で
き
る
よ
う
、
い

ま
か
ら
ご
留
粋
　
　
［
い
ま
す
。

　
六
月
一
臼
L
ハ
に
売
り
出
さ
れ
る
富

製
ハ
ガ
キ
等
に
は
、
郵
使
藩
昌
、
ん
二
砿
入

す
る
赤
色
の
ワ
ク
ノ
族
の
、
、
込
ま
れ
ま
す

i
税
理
±
の
仕
事
ー

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

　
税
務
の
柑
談
、
代
厳
は
、
資
格
の
あ

る
税
理
士
が
行
な
・
で
．
る
こ
と
に
な
ハ

て

お
じ
、
資
格
の
な
U
餐
ハ
．
紺
行
な
．
7
ノ
と
菰

令
違
反
に
な
り
ま
す
。

　
税
理
士
の
職
責
は
忠
止
ぱ
立
鼠
、
一
、
昇
、

税
者
の
儒
頼
に
こ
～
、
ー
、
　
　
　
　
心
、
奮
、

義
鞭
∵
を
実
現
し
、
．
酌
　
ル
道
義
を
一
、
フ
⇒

る
よ
う
に
努
力
す
ξ
こ
と
ご
定
め
ら
惹

て
お
り
、
次
の
芙
務
を
行
な
っ
て
お
ラ

ま
す
。

一
　
税
の
申
巻
、
奉
誇
、
不
駈
萌
二
、

　
過
一
誤
納
税
金
の
還
付
錆
虐
、
・
、
そ
ら
㌦

　
の
代
理
と
礁
談
。

二
、
税
の
皐
青
書
、
潔
尋
、
書
、
、
・
一
弓
二
虞

　
そ
の
他
の
税
警
喜
、
〆
者
に
操
三
，
る

　
書
類
の
作
成
。
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；
ε
、
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（
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省
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．
　
　
・
、
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雷
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菱
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！
τ
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払
へ
渉
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』
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著
雨
の
管
ト
な
く
忌
り
て
ご
み
ぞ
峯
…

降
ド
3
め
て
つ
人
、
一
斎
）
隊
霧
麓
姜
～
え

な
い
穫
叉
こ
汐
額
）
て
ゐ
器
。
↓
、
3
ジ
句

が
ど
う
～
ン
ノ
表
移
、
O
n
｛
一
「
二
」
な
っ
て
い

る
か
を
見
泌
し
て
体
両
し
て
ほ
し
い
o

’
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